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《 み 手 の な か で 》

土 屋 寛 子

　
年
に
１
度
の
さ
さ
や
か
な
楽
し
み
と
し
て
、

15
年
ほ
ど
前
か
ら
味
噌
作
り
を
続
け
て
い
ま

す
。
作
業
す
る
の
は
２
月
頃
で
、
茹
で
た
て
の

大
豆
を
つ
ぶ
し
た
と
こ
ろ
に
塩
と
麹
を
混
ぜ
、

味
噌
玉
に
し
て
容
器
に
投
げ
込

む
作
業
を
す
る
と
、
カ
サ
カ
サ

し
た
手
が
し
っ
と
り
ツ
ル
ツ
ル

お
肌
に
な
っ
て
い
て
ビ
ッ
ク

リ
。
仕
込
み
の
最
後
に
焼
酎
と

塩
で
消
毒
し
密
封
し
ま
す
が
、

１
年
後
に
出
来
上
が
っ
た
味
噌

の
表
面
は
、
い
ろ
い
ろ
な
カ
ビ

の
蓋
で
覆
わ
れ
て
い
て
カ
ラ
フ

ル
。
材
料
も
手
順
も
ほ
ぼ
同
じ

は
ず
な
の
に
、
出
来
上
が
っ
た

味
噌
の
色
や
味
が
微
妙
に
違
う

の
も
、
こ
れ
ま
た
楽
し
い
も
の
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
今
年
は
私
が
堅
信
を
受
け
て
30

周
年
目
で
、
ヨ
ハ
ネ
教
会
の
恒
例
行
事
と
し
て

『
堅
信
受
領
節
目
10
年
毎
の
祝
』
を
し
て
い
た 目 に 見 え な く て も

だ
き
ま
し
た
。
幼
児
洗
礼
で
し
た
か
ら
、
生
後

か
ら
今
ま
で
教
会
か
ら
離
れ
ず
に
過
ご
し
て
こ

ら
れ
た
こ
と
を
、
改
め
て
感
謝
し
た
い
と
思
う

機
会
と
な
り
ま
し
た
。
「
こ
れ
は
き
っ
と
、
神

様
が
聖
霊
を
送
っ
て
く
だ
さ
り
、
私
の

周
り
の
方
々
に
働
き
か
け
て
く
れ
た
の

だ
ろ
う
」
と
素
直
に
思
え
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
、
ア
ラ
フ
ィ
フ
世
代
に
入
っ

た
今
だ
か
ら
で
し
ょ
う
か
。

　
先
ほ
ど
の
麹
の
働
き
は
顕
微
鏡
で
拡

大
す
れ
ば
見
え
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
私
は
聖
霊
の
働
き
も
似
て
い
る
よ

う
に
連
想
し
て
い
ま
す
。
「
目
に
は
見

え
な
く
て
も
、
そ
の
働
き
は
確
か
に
あ

る
」
。
こ
れ
か
ら
先
も
、
主
に
倣
っ
て

歩
ん
で
ゆ
く
道
が
続
い
て
い
る
か
と
思

う
と
、
新
た
な
出
会
い
や
出
来
事
の
予
感
で
ワ

ク
ワ
ク
、
ド
キ
ド
キ
…
。
ま
ず
は
、
常
に
主
に

感
謝
！

（
浅
草
聖
ヨ
ハ
ネ
教
会
信
徒
）
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◆ 
教
役
者
レ
ク
イ
エ
ム
　
　

９
月
15
日
（
水
）
10
時
半

　
　
　
　
　
　
　
　     

主
教
座
聖
堂

　
　
　
　
　
　
説
教
　
大
畑
喜
道
司
祭

▽
司
祭
今
井
寿
道
▽
司
祭
根
岸
卯
太

郎
▽
伝
道
師
小
川
英
子
▽
執
事
堀
正

義
▽
司
祭
石
黒
千
秋
▽
司
祭
巽
芳
三

郎
▽
司
祭
菅
円
吉
▽
主
教
野
瀬
秀
敏

▽
司
祭
今
井
直
道
▽
司
祭
佐
々
木
厚

▽
司
祭
伊
東
祐
▽
司
祭
リ
チ
ャ
ー

ド
・
Ａ
・
メ
リ
ッ
ト
▽
宣
教
師
メ
リ

ー
・
Ｌ
・
セ
ン
ト
ジ
ョ
ン 

　

◇ 

堅
信
受
領

８
月
１
日
　
八
王
子
復
活
教
会

▽
山
崎
庄
司
▽
高
山
直
美
▽
高
山
英

理
奈
▽
八
島
矩
子
▽
水
越
か
を
り(

八

王
子
）
　

◆
と
こ
し
え
の
平
安

７
月
23
日
　
小
原
　
成
介
（
77
）聖

三
一

今週・来週 の 予 定

９月１２日～２５日

１２（日）聖霊降臨後第１６主日

１４（火）銀座朝祷会

小平墓地委員会

常置委員会

１５（水）教役者レクイエム

フェスティバル実行委

員会

１６（木）城南Ｇ牧師協議会

環状Ｇ牧師協議会

１７（金）エルサレム教区協働委

員会

１９（日）聖霊降臨後第１７主日

外濠Ｇ教会協議会

山手Ｇ教会協議会

環状Ｇ教会協議会

２０（月・休）教区フェスティ

バル

２４（金）正義と平和協議会運営

委員会

７
月
24
日
　
佐
々
木
容
子
（
96
）　

三
光

７
月
24
日
　
勝
田
善
一
郎
（
86
）

池
袋

７
月
28
日
　
下
平
　
明
子
（
53
）

　
聖
ア
ン
デ
レ

７
月
31
日
　
山
下
　
朝
子
（
85
）

 

目
白

８
月
８
日
　
巽
　
美
由
紀
（
46
）八

王
子

　
▽
浦
安
セ
ミ
ナ
リ
オ
　
横
浜
教
区
浦

安
伝
道
所
主
催
キ
リ
ス
ト
教
基
礎
講

座
。
「
聖
書
の
伝
説
か
ら
創
世
記
を
理

解
す
る
」
講
師
＝
小
林
史
明
司
祭(

九

州
教
区)

。
①
天
地
創
造
物
語
か
ら
＝

18
日
（
土
）
14
時
半
。
会
場
な
ど
詳

細
照
会
℡
０
４
７(

３
５
４)

２
５
１

６
・
同
伝
道
所
。
次
号
に
詳
細
。

　
▽
こ
ど
も
に
ゅ
ー
す
秋
号
（
通
巻

第
17
号
）
、
本
日
発
行
。

　
《掲
載
記
事
転
用
の
場
合
は
事
前
連
絡
の
こ
と
》
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信
仰
と
生
活
委
員
会
報
告

　
　
　
　
　
　
　   

　
（
８
月
12
日
）

＊
宣
教
主
事
、
各
委
員
会
・
教
会
グ

ル
ー
プ
等
の
報
告
。

＊
８
月
28
日
（
土
）
開
催
「
学
び
の

デ
イ
キ
ャ
ン
プ
『
裸
足
の
宣
教
』
の

構
成
並
び
に
役
割
分
担
を
確
定
。

＊
Ｃ
Ｏ
Ａ
と
共
催
の
中
高
生
夏
期
キ

ャ
ン
プ
の
実
施
報
告
と
会
計
報
告
。

＊
そ
の
他
　
（
次
回
は
９
月
29
日
）

◇
お
二
人
の
司
祭
誕
生
　
４
日

（
土
）
植
田
仁
太
郎
教
区
主
教
司

式
、
廣
田
勝
一
北
関
東
教
区
主
教
説

教
で
大
森
明
彦
執
事
・
中
村
淳
執
事

の
司
祭
按
手
式
が
執
り
行
わ
れ
た
。

新
司
祭
の
ご
挨
拶
は
次
号
で
…
。

◇ 

２
０
１
０
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル｢

あ
つ

ま
れ
！｣

　
第
２
回
連
絡
会
が
４
日
午

後
、
教
区
会
館
で
開
か
れ
最
終
連
絡
・

諸
注
意
な
ど
が
あ
っ
た
。
日
時
、
会

場
、
礼
拝
の
詳
細
は
既
報
の
通
り
で
、

陪
餐
は
10
ヶ
所
で
行
う
な
ど
時
間
短

縮
へ
の
配
慮
が
さ
れ
た
。
こ
ど
も
達
が

持
参
す
る
「
み
ん
な
の
顔
」
は
、
当
日

参
加
で
き
な
い
家
族
や
友
だ
ち
の
顔
を

描
い
て
切
り
抜
い
た
絵
を
礼
拝
堂
入
口

で
待
っ
て
い
る
係
の
人
に
渡
す
と
、
礼

拝
堂
う
し
ろ
の
ボ
ー
ド
に
貼
ら
れ
る
な

ど
説
明
も
。
礼
拝
後
の
出
店
・
出
展
は

57
の
教
会
・
諸
団
体
が
参
加
、
短
大

食
堂
も
開
店
。
３
分
オ
ン
ス
テ
ー
ジ
に

は
９
グ
ル
ー
プ
が
参
加
。
15
時
に
ク
ロ

ー
ジ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
。
事
務
局
か
ら

暑
さ
対
策
・
体
調
管
理
は
各
自
で
。
ゴ

ミ
の
始
末
に
協
力
を
と
説
明
・
要
請
が

あ
っ
た
。
（
事
務
局
発
行
の
詳
細
案
内

が
12
日
に
配
布
さ
れ
る
予
定
）
。

　
▽ 

レ
ク
チ
ャ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
『
続
く

い
の
ち
と
限
り
あ
る
い
の
ち
』
　
24
日

(

金)

17
時
15
分
、
立
教
大
学
池
袋
・
諸

聖
徒
礼
拝
堂
。
講
師
＝
上
田
亜
樹
子
司

祭
、
Or
＝
﨑
山
裕
子
、
礼
拝
堂
聖
歌

隊
。
無
料
。
照
会
℡
03
（
３
９
８
５
）

２
７
８
６
・
同
教
会
音
楽
研
究
所
。

　
▽ 

聖
公
会
神
学
院
《
体
験
入
学
》

　
神
学
院
で
実
際
に
勉
強
と
生
活
を

体
験
で
き
る
機
会
。
10

月
６
日

（
水
）
～
８
日
（
金
）
、
宿
泊
定
員

＝
男
性
４
人
、
女
性
３
人
（
申
込

順
）
。
申
込
期
限
＝
24
日(

金)

。
費

用
・
持
物
等
照
会
℡
03
（
３
７
０

１
）
０
５
７
５
・
同
院
事
務
局
。
　

　
▽
９
月
銀
座
朝
祷
会
　
14
日
・
28

日
（
火
）
７
時
半
、
喫
茶
室
ル
ノ
ア

ー
ル
・
ニ
ュ
ー
銀
座
。
お
話
未
定
。

　
▽
９
月
西
新
の
会
　
14
日
（
火
）

19
時
半
＝
聖
餐
式
（
高
橋
顕
司
祭
）

　
28
日
（
火
）
10
時
半
＝
聖
書
の
学

び
（
加
藤
俊
彦
司
祭
）
会
場
＝
井
草

地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
。
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【
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
】
56

　
　
沖
縄
週
間
／
沖
縄
の
旅

　
　(

伊
江
島)

に
参
加
し
て

　
十
数
年
ぶ
り
に
「
沖
縄
の
旅
」
へ

参
加
し
た
。
モ
ノ
レ
ー
ル
が
設
置
さ

れ
た
り
し
て
、
当
然
な
が
ら
大
幅
に

景
色
は
変
化
し
て
い
た
。
が
、
沖
縄

の
状
況
は
、
本
土
が
「
基
地
を
拒

否
」
し
て
い
る
今
、
当
時
よ
り
厳
し

い
状
況
に
追
い
込
ま
れ
て
い
る
と
思

う
。
平
和
を
願
う
時
、
軍
事
基
地
の

存
在
が
ま
ず
問
わ
れ
る
。

　
本
年
度
の
沖
縄
週
間
「
沖
縄
の

旅
」
は
、
《
命
ど
ぅ
宝
》 

～
共
に
、

キ
リ
ス
ト
を
生
き
る
～ 

を
テ
ー
マ

に
、
伊
江
島
が
中
心
だ
っ
た
。
そ
こ
で

か
つ
て
闘
わ
れ
た
土
地
闘
争
の
徹
底

的
非
暴
力
の
闘
い
の
取
り
組
み
と
、

引
き
継
ぐ
こ
と
の
学
び
だ
っ
た
。

　
伊
江
島
の
唯
一
の
山
・
城
山
（
立

塔
・
タ
ッ
チ
ュ
ウ
ー
）
に
登
る
と
平
坦

な
小
さ
な
島
を
一
望
に
見
渡
せ
る
。
こ

の
小
さ
な
島
の
城
山
が
、
広
島
に
原
爆

を
落
し
た
飛
行
機
の
帰
路
の
目
印
で
あ

っ
た
事
や
、
こ
の
島
で
も
激
し
い
戦
闘

が
あ
り
、
艦
砲
射
撃
で
多
く
の
命
が

奪
わ
れ
、
集
団
で
の
自
害
が
強
制
さ

れ
た
こ
と
や
、
米
軍
の
占
領
時
に

「
島
ぐ
る
み
の
土
地
闘
争
」
が
展
開

さ
れ
、
そ
の
闘
い
の
先
頭
に
立
っ
た

阿
波
根
昌
鴻
（
あ
は
ご
ん 

し
ょ
う
こ

う
）
さ
ん
の
闘
い
は
、
目
の
前
の
景

色
か
ら
は
感
じ
ら
れ
な
い
。

　
阿
波
根
さ
ん
の
生
き
方
を
語
り
継

い
で
お
ら
れ
る
反
戦
平
和
資
料
館

「
ヌ
チ
ド
ゥ
タ
カ
ラ
の
家
」
館
長
の

謝
花
悦
子
（
じ
ゃ
は
な 

え
つ
こ
）
さ

ん
の
語
り
に
、
以
前
お
会
い
し
、
話

を
伺
っ
た
時
の
阿
波
根
さ
ん
の
姿
を

思
い
起
こ
し
た
。
米
軍
の
兵
士
に｢

何

も
手
に
持
た
な
い
で
座
っ
て
話
す
、

等｣

と
い
う
５
つ
の
陳
情
規
定
を
作

り
、｢

敵｣

も
一
人
の
人
と
し
て
向
き

合
う
話
に
感
激
し
た
こ
と
が
甦
っ
て

き
た
。
そ
の
同
じ
場
所
で
謝
花
さ
ん

は
「
土
地
闘
争
」
を
語
っ
て
く
れ

た
。
沖
縄
で
「
敵
意
と
い
う
隔
て
の

中
垣
を
取
り
こ
わ
し｣(

エ
フ
ェ
ソ
の

信
徒
へ
の
手
紙)

の
《
実
践
》
は
、

｢

敵｣

を
人
と
し
て
見
な
い
私
へ
の
警

告
で
あ
る
こ
と
を
思
い
出
さ
せ
た
。

　
静
か
で
自
然
に
充
ち
た
伊
江
島
へ

の
旅
は
、
こ
の
島
の
出
来
事
を
「
昔

の
話
」
に
し
て
い
る
今
、
そ
の
歴
史

を
見
・
話
に
耳
を
傾
け
る
中
で
「
平

和
」
に
向
か
う
こ
と
の
辛
抱
強
さ
を

学
び
、
私
た
ち
が
目
を
向
け
る
「
正

義
」
を
深
く
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

　
　
　
　
小
金
井
聖
公
会
信
徒
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴  

木
　 

慰

　
《掲
載
記
事
転
用
の
場
合
は
事
前
連
絡
の
こ
と
》


